
　

学校給食用食材の放射性物質の測定結果

境町立学校給食センターでは，学校給食用の食材について，放射性物質測定器で測定し，結

果を公表します。

測定結果 （単位：Ｂｑ／ｋｇ）

※測定システムは，「Ｎａｌシンチレーション検出器」ヨウ化ナトリウムシンチレーションによる機器でヨウ素ー１３１，

セシウムー１３４・１３７を検出・測定しています。

「検出せず」とは，放射性物質が存在しないか，検出限界値（２０Ｂｑ／ｋｇ：測定時間による）以下であ

ることを表します。

梅雨の時期，体調を崩す人も多い

のではないでしょうか？

５月のＧＷ，運動会が終わり，ほっと

一息ついた頃…天気もイマイチ，体調も優れない人も

多いかもしれません。

そんな時は，「ビタミンＢ１」を摂取しましょう。

ビタミンＢ１は，ご飯やパンなどに含まれる糖質を効率よくエネルギーに変

える役割があります。

６月の献立では，豚肉料理，玄米ごはんなどに多く含まれています。

積極的に食べることで，体調を崩すことも

減るかもしれませんよ。

健康な心と体をつくるためには、食事をバランスよく食べることが基本で

す。しかし、歯と口が健康でないと、おいしく食べることができない上に、食

べ物がきちんと消化されず、栄養を十分に吸収することができません。子

どものころから、しっかりよくかんで食べる習慣をつけ、健康な歯と口をはぐ

くみましょう。

日本は世界でも有数の長寿国ですが、一方で、食習慣の乱れや偏った栄養摂取による生活習慣病の増加が

問題となっています。ほかにも、食を大切にする心の欠如、伝統ある食文化が失われつつあるなど、食を巡るさまざ

まな問題を抱えていることから、「国民が生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性をはぐくむ」（食育基

本法・第１条より）ことを目的として、平成17年６月に「食育基本法」が制定されました。

◎生きる上での基本であって、知育、徳育および体

育の基礎となるべきもの

◎さまざまな経験を通じて「食」に関する知識と「食」

を選択する力を習得し、健全な食生活を実践するこ

とができる人間を育てること

子どもたちが健全な食生活を実践し、健康で豊かな人間性をはぐくんでいけるよう、栄養や食事のとり方など、正

しい知識に基づいて自ら判断し、実践していく能力などを身につけるため、下記６つを目標とし、給食の時間をは

じめ各教科等と関連付けて食育に取り組んでいます。

食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解

する。

心身の成長や健康の保持増進の上で望

ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら

管理していく能力を身につける。

正しい知識・情報に基づいて、食物の品質

および安全性等について自ら判断できる能

力を身につける。

食物を大事にし、食物の生産等に関わる人

びとへ感謝する心を持つ。

食事のマナーや食事を通じた人間関係形成

能力を身につける。

各地域の産物、食文化や食に関わる歴史

等を理解し、尊重する心を持つ。

郷土料理の日 福島県
６月27日（水）

今月は福島の郷土料理の「こづゆ」です。

こづゆはホタテの貝柱でだしを取り，麩，人参，しいたけ，里芋，きくらげなどを加え，

薄味に仕上げた料理です。

多くの食材が入った贅沢な料理ですが，おかわりを何杯しても良いとされていて，会津

人のおもてなしの心が表現された料理です。

放射性ヨウ素(131) 放射性セシウム(134・137)

レタス 境町 検出せず 検出せず

キャベツ 境町 検出せず 検出せず

放射能物質測定結果
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